
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

むつのはな 

令和６年度  

深川第二中学校学校だより 

令和６年４月２２日＃０４ 

 

教育目標 

自立 共生 協働 

一
着
の
オ
ー
ル
揃
い
て
風
光
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
き
ひ
ら 

▼
初
夏
を
予
感
さ
せ
る
陽
光
が
降
り

注
ぐ
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
仙
台
堀

川
の
桜
も
す
っ
か
り
葉
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
の
営
み
は

よ
ど
む
と
こ
ろ
な
く
移
ろ
い
行
く
の

で
す
が
、
刹
那
に
永
遠
を
感
じ
る
こ

の
季
節
の
気
候
は
一
年
の
中
で
一
番

心
地
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
▼
そ
ん
な
中
、
部
活
動
は
、
春

の
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
公
式

戦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
の
総
体

を
に
ら
ん
で
の
ご
く
重
要
な
大
会
で

す
。
勝
ち
上
が
れ
ば
、
実
践
経
験
値

も
上
が
り
、
よ
り
強
い
相
手
と
の
対

戦
が
で
き
、
自
ら
の
課
題
も
明
確
化

さ
れ
ま
す
。
▼
運
動
に
最
適
な
季
節

に
力
を
付
け
て
、
夏
に
よ
り
多
く
の

生
徒
が
輝
け
る
よ
う
、
よ
り
多
く
の

課
題
を
ク
リ
ア
す
べ
く
、
こ
の
良
い

季
節
に
練
習
に
励
ん
で
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。 

リーダーシップと 
フォロワーシップ 

少し前になりますが、今年度の始業式で、次
のような話をしました。 

 
令和６年度、４月も８日も経ちました。しっ

かり前を向いて、仲間と共にこの１年間、一歩
一歩前へ進んでいきましょう。明日には、君た
ちの後輩１３２名が入ってきます。ぜひ深川二
中の先輩とし迎えてあげてください。 
令和６年度のテーマは５年度に引き続き『限

りなき前進』です。学校は、コロナ禍以前のよ
うにほぼフル稼働できるようになりました。ス
タートダッシュを決めて、自分自身も、深川二
中も前へと進めて行きましょう。 
教育目標は『自立 共生 協働』です。 
自立は、自ら進んで考え、行動することのでき 

る能力  
共生は、自分と他人との違いを認め合って、共 

に生きようとする姿勢 
協働は、集団の中で自分の良さを発揮し、進ん 

で活動して行く意欲 
を身につけてほしいと思います。 

 さて、３年生のみなさん、今年は皆さんの番
です。３年生は、新たに２人の仲間を迎え、３
クラスとなりました。教室環境は格段に良くな
りました。素晴らしい環境で十分に力を伸ばし
てください。３年生は学校の顔といわれます。
深川二中の評価は君たち３年生の評価といっ
ても過言ではありません。来年の春が来る前に
進路先を決めなければならないという大きな
仕事も待っています。全員がよりよい進路選択
ができるよう、この１年間を中学校生活３年間
の集大成だと考え、どうか最上級学年としての
自覚を持ち、深川二中の顔として、後輩たちを
しっかり引っ張っていってください。まずは、
学級学年づくり、そして修学旅行です。この２ 

年間で培ってきた主体性を発揮して３年間を
素晴らしいものに仕上げていってください。 
２年生のみなさん、深川二中を引っ張るのは

３年生ですが、実際に動かしていくのは君たち
２年生の役割です。昨年度１年間を過ごして、
中学校生活にも慣れ、いよいよ実力を発揮して
いく時期になりました。学校の中核として実力
を発揮して活躍するときが来ました。学習や行
事、委員会、部活動に全力で取り組んでくださ
い。そして、新入生たちに目標とされる先輩に
なってください。まずは、学級学年づくり、そ
して、長野県八ヶ岳蓼科方面への移動教室があ
ります。目標をしっかり持ち、仲間とともに助
け合い、学校を後押ししてください。 
さあ、二・三年生の皆さん、「決意」をしまし

ょう。「よし、今日から私はこうする。」「じぶん
の目標達成のために、これを行う。」など、『決
意』をしてください。そして、すぐに行動して
ください。そして、その気持ちを忘れずに、３
月を目指しましょう。３年生のリーダーシッ
プ、２年生のフォロワーシップ、どちらも大切
です。令和６年度深川二中生の「限りなき前進」
に向けて、今日の一歩を踏み出しましょう。 
 
学校では、リーダーやリーダーシップのことは
言われるのですが、フォロワーやフォロワーシ
ップのことは、余り話題になりません。「船頭多
くして船山に上る」ということわざがあるとお
り、指図する人（リーダー）が多過ぎるとかえ
って統率がとれず意に反した方向に物事が進
んで行くことのたとえです。この場合、船を実
際に操舵し、スピード感をもって、正確に目標
地点に進ませる優秀な人たち（フォロワー）が
が必要です。リーダーとフォロワーがお互いを
信頼して、十分理解し合って、協力して物事を
進めていってこそ、目標は達成されると考えま
す。もちろん、１，２年生の中でもリーダーシ
ップがとれる生徒がいれば、学年関係なく、リ
ーダーシップを発揮して欲しいと考えていま
す。 


